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ミュージアムパーク茨城県自然博物館の臨時休館について 

  

ミュージアムパーク茨城県自然博物館、第三展示室のダイオウイカ展示ケースが破損

し、ホルマリン溶液が流出したことから、安全性が確認できるまで臨時休館いたします。 

 

記 
 
１ 臨時休館期間 

  令和４年２月３日（木）から安全性が確認されるまで 

 

２ 経緯       

・２階第三展示室のダイオウイカ展示ケース内のホルマリン溶液(約１トン)が床 

に流出。 

 ・常駐警備員が朝の巡回警備時に気が付き判明。 

 ・館職員が床に流出した液体を集め、ポリバケツ等に入れ職員駐車場で保管中。 

 ・所管の保健所及び消防署にホルマリン液体流出について報告済み。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 被害状況 

 来館者に対しては、臨時休館で対応したため健康被害はない。 

  

３ 対応  

 ・ホームページ等で臨時休館について告知 

 ・液体の処理について 

   保健所等の指示に従い、専門業者に処理依頼予定。 

  

 

 

【本資料の詳細についてのお問い合わせ先】 
〇ミュージアムパーク茨城県自然博物館 担当：荒井（管理課） 

   TEL：0297－38－2000 E-Mail：m-park@pref.ibaraki.lg.jp 

教育庁総務企画部文化課 担当：吉田（管理担当） 

TEL：029－301－ E-Mail：geibun@pref.ibaraki.lg.jp 

 


